上田秋成『去年の枝折』論 by 村田 俊人 & Toshihito Murata
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
村
田
俊
人
は
じ
め
に
上
田
秋
成
は
、『
雨
月
物
語
』
を
刊
行
し
て
三
年
後
の
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
、
九
月
中
旬
か
ら
十
月
下
旬
に
か
け
て
城
崎
旅
行
を
行
つ
づ
ら
ぶ
み
っ
た
。
旅
の
体
験
を
も
と
に
、
同
年
冬
、
三
十
三
首
の
和
歌
を
含
む
文
章
『
秋
山
記
』（『
藤
簍
冊
子
』〔
文
化
三
（
一
八
〇
六
）
年
刊
、
巻
三
所
収
。〕）
を
執
筆
、
さ
ら
に
翌
年
十
月
、
城
崎
旅
行
を
回
想
し
、
俳
諧
を
含
む
紀
行
文
『
去
年
の
枝
折
』
を
執
筆
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
『
去
年
の
枝
折
』
の
研
究
で
は
、
作
品
後
半
の
「
ゆ
め
 

学
ぶ
ま
じ
き
人
の
有
様
也
と
ぞ
お
も
ふ
。」
と
し
た
一
文
を
取
り
上
げ
て
、
芭
蕉
へ
の
批
判
あ
る
い
は
酷
評
の
所
以
を
論
じ
る
か
、『
秋
山
記
』
と
の
比
較
検
討
を
も
と
に
論
じ
た
も
の
が
大
半
で
あ
る
⑴
。
し
か
し
今
回
の
発
表
で
は
、『
去
年
の
枝
折
』
の
中
で
、
秋
成
が
試
み
た
こ
と
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
こ
に
芭
蕉
に
対
抗
し
よ
う
と
す
る
秋
成
の
意
識
が
現
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
。
そ
の
う
え
で
、「
ゆ
め
 

学
ぶ
ま
じ
き
人
の
有
様
也
と
ぞ
お
も
ふ
。」
と
い
う
一
文
を
解
釈
し
直
し
た
い
と
思
う
。
な
お
、
今
回
『
去
年
の
枝
折
』
写
本
三
本
の
対
校
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
先
行
研
究
が
テ
キ
ス
ト
と
し
て
い
る
『
上
田
秋
成
全
集
一
』（
国
書
刊
行
会
編
、
一
九
二
三
年
）
の
『
去
年
の
枝
折
』
翻
刻
に
、
一
つ
の
地
名
の
誤
刻
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
の
こ
と
を
併
せ
て
報
告
し
、
作
品
世
界
の
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
四
七
一
、『
去
年
の
枝
折
』
の
諸
本
ま
ず
、
諸
本
の
所
蔵
者
お
よ
び
書
誌
の
紹
介
を
行
う
。
A
久
松
国
男
氏
蔵
本
『
枕
の
硯
』（
写
本
二
冊
）
所
収
「
去
年
の
枝
折
」。（
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。）
【
表
紙
】
縦
二
三
・
七
糎
×
横
一
七
・
〇
糎
。
無
地
。
【
外
題
】
前
冊
「
枕
廼
硯
」。
後
冊
「
枕
の
硯
」。
【
内
題
】〔
前
冊
〕「
枕
乃
硯
」「
郝
廉
留
銭
」「
去
年
の
枝
折
」。〔
後
冊
〕「
御
嶽
さ
う
し
」「
水
屋
り
花
」「
三
餘
」。
ま
さ
と
き
【
書
写
者
】
橋
村
正
兌
。
【
行
数
・
丁
数
】
七
行
。
一
八
丁
。
丁
付
な
し
。
【
奥
書
】
〔
前
冊
末
〕（
句
読
点
は
発
表
者
。）
右
文
章
、
上
田
秋
成
所
著
也
、
今
茲
有
事
、
寓
于
洛
東
、
煩
務
之
暇
、
趨
毫
於
客
舎
燈
下
、
恐
多
違
謬
、
帰
于
本
郷
、
可
革
写
者
也
。
文
化
二
年
乙
丑
八
月
十
六
日
夜
従
五
位
上
度
会
神
主
正
淳
B
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
『
枕
の
硯
』（
写
本
一
冊
）
所
収
「
去
年
の
枝
折
」。
【
表
紙
】
縦
二
六
・
五
糎
×
横
一
九
・
七
糎
。
明
褐
色
。「
帝
國
図
書
館
蔵
」
と
印
字
。
【
外
題
】「
枕
乃
硯
」
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
四
八
【
内
題
】「
枕
乃
硯
」「
郝
廉
留
銭
」「
去
年
の
枝
折
」「
御
嶽
さ
う
し
」「
水
屋
り
花
」「
三
餘
」。
【
書
写
者
】
不
明
【
行
数
・
丁
数
】
十
二
行
。
一
五
丁
。
丁
付
な
し
。
【
奥
書
】（
句
読
点
は
発
表
者
。）
此
一
冊
難
波
人
上
田
秋
成
餘
齋
又
号
無
腸
文
章
也
彼
翁
風
流
之
才
近
世
不
知
出
其
右
人
。
樂
閑
静
不
求
名
利
。
故
所
留
文
章
予
随
見
而
写
之
處
遇
半
敢
、
夫
僅
残
篇
不
過
十
章
。
集
而
□
一
巻
蔵
亟
底
。
文
化
八
年
孟
夏
五
（
花
押
）
C
松
宇
文
庫
蔵
本
「
こ
ぞ
の
し
を
り
」（
写
本
一
冊
）。（
国
文
学
研
究
資
料
館
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
よ
る
。）
【
表
紙
】
縦
二
五
・
〇
糎
×
横
一
七
・
五
糎
。
無
地
。
【
外
題
】「
こ
ぞ
の
し
を
り
」
【
見
返
し
題
】「
上
田
秋
成
紀
行
こ
ぞ
の
し
を
り
」
【
内
題
】「
去
年
の
枝
折
」
【
書
写
者
】
宮
沢
朱
明
。
【
行
数
・
丁
数
】
十
行
。
十
一
丁
。
丁
付
な
し
。
【
奥
書
】明
治
三
十
八
年
八
月
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
四
九
書
寫
朱
明
D
『
上
田
秋
成
全
集
一
』（
国
書
刊
行
会
編
、
一
九
二
三
年
）
所
収
『
去
年
の
枝
折
』
翻
刻
。
最
初
の
Ａ
は
、
秋
成
の
文
章
を
文
化
二
年
に
写
し
た
、
久
松
国
男
氏
所
蔵
本
『
枕
の
硯
』
所
収
の
『
去
年
の
枝
折
』
で
あ
る
。『
枕
の
硯
』
と
い
う
の
は
、
写
本
二
冊
の
う
ち
前
冊
冒
頭
の
文
章
名
を
も
っ
て
、
そ
の
ま
ま
付
し
た
も
の
で
あ
る
。『
枕
の
硯
』
所
収
六
作
品
の
つ
づ
ら
ぶ
み
内
、「
枕
乃
硯
」「
郝
廉
留
銭
」「
御
嶽
さ
う
し
」「
三
餘
」
の
四
作
品
は
『
藤
簍
冊
子
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
⑵
。
奥
書
の
「
従
五
位
上
度
ま
さ
と
き
会
正
淳
」
と
は
、
安
政
六
年
成
立
の
『
考
訂
度
会
系
図
』
四
門
橋
村
弾
正
家
系
図
⑶
の
「
正
兌
」
の
名
の
し
た
に
、「
始
正
風
正
淳
」
な
か
つ
ね
と
み
え
る
た
め
、
伊
勢
外
宮
の
神
官
で
あ
る
橋
村
正
兌
と
断
定
で
き
る
。
正
兌
は
、
本
居
春
庭
門
の
国
学
者
で
あ
り
、
服
部
中
庸
の
『
三
大
考
』
を
論
じ
た
『
三
大
考
説
弁
』
を
享
和
二
年
に
著
し
た
。
享
和
三
年
三
月
七
日
付
の
本
居
大
平
宛
和
泉
和
麿
書
簡
に
よ
っ
て
、
そ
れ
が
本
居
大
平
に
送
ら
れ
、
さ
ら
に
江
戸
鈴
屋
門
に
そ
の
知
ら
せ
が
届
い
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
⑷
。
和
麿
の
書
簡
中
に
は
、
秋
成
の
国
学
の
著
作
に
つ
い
て
の
評
が
あ
り
、
当
時
の
国
学
者
間
の
交
流
が
う
か
が
え
、
興
味
深
い
。
Ｂ
は
、
国
立
国
会
図
書
館
蔵
本
『
枕
の
硯
』
所
収
の
『
去
年
の
枝
折
』
で
あ
る
。
内
容
は
写
本
Ａ
と
同
様
の
も
の
で
、
文
化
八
年
書
写
と
あ
る
。
Ｃ
は
時
代
が
く
だ
っ
て
明
治
時
代
の
俳
人
宮
沢
朱
明
の
書
き
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
国
書
刊
行
会
編
の
『
上
田
秋
成
全
集
一
』
に
Ｄ
『
去
年
の
枝
折
』
翻
刻
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
ま
さ
と
き
Ａ
本
の
場
合
、
書
写
年
次
の
文
化
二
年
当
時
、
秋
成
は
、「
洛
東
」
に
寓
し
て
お
り
、
そ
の
地
で
「
度
会
正
淳
」
こ
と
「
橋
村
正
兌
」
が
書
き
写
し
、
本
郷
に
戻
っ
て
、
補
訂
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
秋
成
の
『
胆
大
小
心
録
』
や
『
文
反
古
』
中
の
「
難
波
の
竹
斉
」
あ
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
五
〇
つ
づ
ら
ぶ
み
て
書
簡
に
よ
る
と
、
文
化
四
年
秋
に
全
て
の
草
稿
を
井
戸
に
す
て
た
と
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、『『
藤
簍
冊
子
』
に
収
録
漏
れ
し
た
本
作
品
を
知
る
原
本
と
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
場
合
、
対
校
の
結
果
も
ふ
ま
え
て
、
私
に
Ａ
本
↓
Ｂ
本
↓
Ｃ
本
の
順
で
書
写
さ
れ
た
と
す
る
結
果
を
得
た
。
ま
た
、
従
来
は
、
Ｄ
本
の
翻
刻
は
Ｃ
本
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
が
、
諸
本
間
に
お
け
る
漢
字
・
仮
名
や
助
詞
の
異
同
を
対
校
し
た
結
果
、
Ａ
本
に
よ
る
も
の
と
し
た
い
と
思
う
。
以
上
の
結
果
か
ら
、
本
発
表
の
底
本
を
Ａ
本
と
し
た
次
第
で
あ
る
。
二
、『
去
年
の
枝
折
』
及
び
『
秋
山
記
』
後
半
の
行
程
さ
て
、
今
回
の
諸
本
対
校
の
過
程
で
、
従
来
テ
キ
ス
ト
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
Ｄ
本
に
一
つ
の
誤
刻
が
あ
る
こ
と
を
発
見
し
た
。
そ
れ
は
「
丹
波
の
大
江
山
」
と
翻
刻
さ
れ
て
い
る
箇
所
で
あ
る
が
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
本
で
は
す
べ
て
「
丹
波
の
大
山
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
加
藤
裕
一
氏
は
、
城
崎
旅
行
の
復
路
の
行
程
に
関
し
て
、
往
路
と
違
い
、
両
作
品
の
相
互
補
完
作
業
に
よ
っ
て
、「
詳
し
く
行
程
を
再
現
」
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
特
に
、
十
月
二
十
日
の
福
知
山
以
降
の
行
程
で
は
、
二
十
日
と
二
十
一
日
の
記
事
は
『
秋
山
記
』
に
、
二
十
二
日
と
二
十
三
日
の
記
事
は
、『
去
年
の
枝
折
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
と
述
べ
て
い
る
⑸
。
し
か
し
、
酒
呑
童
子
説
話
で
有
名
な
、
丹
後
の
「
大
江
山
」
で
は
な
く
、
古
歌
に
も
み
え
る
「
丹
波
の
大
山
」（
兵
庫
県
旧
多
紀
郡
丹
南
町
、
現
篠
山
市
）
と
す
る
と
、
行
程
の
曖
昧
な
部
分
が
整
理
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
次
に
挙
げ
て
い
る
の
は
、
秋
成
夫
婦
が
城
崎
を
出
発
し
た
十
七
日
以
降
の
、『
去
年
の
枝
折
』
及
び
『
秋
山
記
』
の
行
程
で
あ
る
。
地
名
下
の
〔
秋
〕・〔
去
〕
は
『
秋
山
記
』
と
『
去
年
の
枝
折
』
に
、
地
名
が
見
え
る
こ
と
を
指
す
。
ま
た
【
泊
】
は
、
両
紀
行
文
の
記
述
か
ら
宿
泊
地
と
推
定
さ
れ
る
こ
と
を
表
す
。
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
五
一
【
図
１
『
去
年
の
枝
折
』
及
び
『
秋
山
記
』
復
路
の
行
程
】
十
月
十
七
日
城
崎
〔
秋
〕〔
去
〕
│
久
美
の
入
江
（
久
美
浜
）〔
秋
〕
│
野
中
〔
秋
〕
│
二
箇
【
泊
】〔
去
〕
十
月
十
八
日
あ
ふ
ち
の
嶺
（
大
内
峠
・
樗
峠
）〔
秋
〕
│
岩
滝
〔
秋
〕
│
天
の
橋
立
〔
秋
〕〔
去
〕
│
天
の
真
井
〔
秋
〕
│
夕
日
の
浦
〔
秋
〕
│
枯
木
の
浦
│
宮
津
【
泊
】〔
秋
〕
十
月
十
九
日
ふ
か
う
の
嶺
（
普
甲
峠
）〔
秋
〕
│
真
名
井
が
原
（
真
井
野
）〔
秋
〕〔
去
〕
│
大
江
山
？
【
泊
】〔
去
〕
十
月
二
十
日
←
福
智
山
（
福
知
山
）【
泊
】〔
秋
〕
←
十
月
二
十
一
日
←
竹
田
〔
秋
〕
│
黒
井
〔
秋
〕
│
こ
く
り
や
う
（
国
領
）【
泊
】
？
〔
秋
〕（
│
大
山
【
泊
】〔
去
〕）
十
月
二
十
二
日
味
噌
（
味
間
）〔
去
〕
│
古
市
〔
去
〕
│
東
久
保
【
泊
】〔
去
〕
十
月
二
十
三
日
？
名
塩
〔
去
〕
│
木
の
本
（
元
）〔
去
〕
│
生
瀬
〔
去
〕
│
尼
崎
、
帰
着
〔
去
〕
右
図
の
よ
う
に
、
従
来
十
九
日
と
さ
れ
て
い
た
「
大
江
山
」
宿
泊
を
、
二
十
一
日
「
大
山
」
宿
泊
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、
行
程
が
よ
り
明
確
な
も
の
と
な
っ
た
。
ま
た
、
大
山
以
降
の
記
事
は
『
去
年
の
枝
折
』
の
み
に
見
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
俳
諧
を
含
ん
だ
紀
行
文
『
去
年
の
枝
折
』
独
自
の
文
芸
世
界
が
、「
丹
波
（
丹
後
）
の
大
江
山
」
か
ら
尼
崎
ま
で
の
三
か
国
を
舞
台
と
す
る
の
で
は
な
く
、
秋
成
の
生
活
圏
の
摂
津
国
を
中
心
と
し
た
世
界
で
完
結
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
五
二
こ
の
こ
と
か
ら
、
俳
諧
を
含
ん
だ
紀
行
文
『
去
年
の
枝
折
』
独
自
の
文
芸
世
界
が
、「
大
江
山
」
か
ら
尼
崎
ま
で
の
三
か
国
を
舞
台
と
す
る
の
で
は
な
く
、
秋
成
の
在
住
す
る
摂
津
国
を
中
心
と
し
た
世
界
で
完
結
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
秋
成
は
こ
の
内
向
的
な
俳
諧
世
界
を
守
る
た
め
、『
去
年
の
枝
折
』
で
芭
蕉
や
蕉
門
俳
人
へ
の
攻
撃
性
を
見
せ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
三
、『
去
年
の
枝
折
』『
秋
山
記
』
前
半
の
行
程
次
に
、
城
崎
旅
行
の
往
路
の
記
述
に
、
秋
成
の
芭
蕉
に
対
す
る
意
識
が
ど
の
よ
う
に
現
わ
れ
て
い
る
の
か
見
て
い
く
。
『
去
年
の
枝
折
』
前
半
、
秋
成
夫
婦
が
須
磨
明
石
を
浦
伝
い
に
行
く
場
面
は
、
次
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
誠
に
は
ひ
渡
る
ほ
ど
と
い
ひ
し
浦
づ
た
ひ
も
、
足
痿
た
れ
ば
馬
駕
と
り
 

に
求
め
て
行
。
駕
は
須
磨
の
者
也
、
馬
は
明
石
と
云
、
か
た
つ
ぶ
り
の
角
振
た
て
て
何
や
ら
ん
か
ら
か
ふ
を
き
け
ば
、
戯
れ
な
が
ら
お
の
が
里
を
ほ
こ
り
て
な
り
け
り
。
須
磨
も
明
石
も
ひ
と
つ
な
が
め
に
、
む
か
し
の
人
は
い
ふ
を
、
か
た
 

い
ひ
わ
か
つ
事
の
面
し
ろ
さ
よ
。
今
宵
は
十
三
夜
な
り
。
所
が
ら
行
や
は
過
ん
と
て
あ
か
し
の
泊
定
め
ぬ
。
此
家
の
う
し
ろ
は
浜
辺
に
て
、
波
こ
ゝ
も
と
に
と
云
古
言
も
思
ひ
出
て
あ
は
れ
也
、
枕
の
戸
は
皆
明
て
月
を
夜
す
が
ら
み
る
。
浜
風
を
ひ
き
て
な
ん
、
む
か
し
の
梅
翁
が
あ
か
し
が
た


ふ
る
ふ
暁
と
い
ひ
し
は
、
ま
た


今
宵
の
さ
ま
し
た
り
。
月
は
入
ぬ
彼
朝
霧
の
あ
か
し
が
た
「
誠
に
は
ひ
渡
る
ほ
ど
と
い
ひ
し
浦
づ
た
ひ
も
」
と
い
う
記
述
は
、『
猿
蓑
』
の
「
此
堺
は
ひ
わ
た
る
ほ
ど
ゝ
い
へ
る
も
」
と
い
う
前
書
と
芭
蕉
の
発
句
「
か
た
つ
ぶ
り
角
ふ
り
わ
け
よ
須
磨
明
石
」
が
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
る
と
、
す
で
に
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
特
か
ぎ
ゅ
う
か
く
じ
ょ
う
に
、
馬
方
と
駕
籠
の
者
の
俗
な
論
争
は
、『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
や
『
荘
子
』
の
蝸
牛
角
上
の
争
い
の
故
事
を
素
材
と
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
典
拠
と
し
た
芭
蕉
句
を
ふ
ま
え
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
ま
た
、
東
聖
子
氏
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、「
枕
の
戸
は
皆
明
て
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
五
三
月
を
夜
す
が
ら
み
る
。」
と
い
う
記
述
は
、
あ
と
で
触
れ
る
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
松
島
の
条
で
の
、
夜
宿
の
二
階
で
窓
を
開
け
放
し
、
月
を
眺
め
る
趣
向
を
意
識
し
て
い
る
と
い
え
る
⑹
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
秋
成
は
、『
去
年
の
枝
折
』
執
筆
に
お
い
て
、
芭
蕉
の
『
笈
の
小
文
』
や
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
旅
の
世
界
を
、
か
な
り
意
識
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
で
、「
ゆ
め
学
ぶ
ま
じ
き
人
の
有
様
也
と
ぞ
お
も
ふ
」
と
し
た
一
文
に
連
な
る
芭
蕉
論
を
改
め
て
検
討
し
て
み
る
。
寔
や
か
の
翁
と
い
ふ
は
、
湖
上
の
茅
擔
、
深
川
の
蕉
窓
、
所
さ
だ
め
ず
住
な
し
て
、
西
行
宗
祇
の
昔
を
と
な
へ
、
檜
の
木
笠
、
竹
の
杖
に
世
を
う
か
れ
あ
る
き
し
人
也
と
や
。
い
と
も
こ
ゝ
ろ
得
ね
。
彼
古
し
へ
の
人
々
は
、
保
元
寿
永
の
み
だ
れ
打
つ
ゞ
き
て
、
宝
祚
も
今
や
い
づ
方
に
奪
ひ
も
て
行
ら
ん
と
思
へ
ば
、
そ
こ
と
定
め
て
住
つ
か
ぬ
も
こ
と
わ
り
感
ぜ
ら
る
ゝ
也
。
今
ひ
と
り
も
嘉
吉
応
仁
の
世
に
生
れ
あ
ひ
て
、
月
日
も
地
に
お
ち
、
山
川
も
劫
灰
と
や
尽
す
な
ん
と
お
も
ひ
ま
ど
は
ん
に
は
、
何
こ
の
や
ど
り
な
る
べ
き
。
さ
ら
に
時
雨
の
と
観
念
す
べ
き
時
世
な
り
け
り
。
八
洲
の
外
行
浪
も
風
吹
た
ゝ
ず
、
四
つ
の
民
草
お
の
れ
 

が
業
を
お
さ
め
て
あ
り
か
定
め
て
住
つ
く
べ
き
を
、
僧
俗
い
づ
れ
と
も
な
き
人
の
、
か
ゝ
る
事
触
て
狂
ひ
あ
る
く
な
ん
、
誠
に
尭
年
鼓
腹
の
あ
ま
り
と
い
へ
共
、
ゆ
め
 

学
ぶ
ま
じ
き
人
の
有
様
也
と
ぞ
お
も
ふ
。
芭
蕉
へ
の
批
判
あ
る
い
は
酷
評
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
で
、
秋
成
の
俳
諧
や
文
学
へ
の
姿
勢
を
論
じ
る
題
材
と
し
て
度
々
取
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
が
、
こ
の
部
分
で
は
、
芭
蕉
の
創
作
へ
の
対
抗
心
を
読
み
と
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
秋
成
は
、「
古
し
へ
の
」
西
行
は
「
保
元
寿
永
の
み
だ
れ
打
つ
ゞ
」
い
た
た
め
放
浪
し
た
と
し
、「
今
ひ
と
り
」
の
宗
祇
も
「
嘉
吉
応
仁
の
世
」
に
生
れ
「
い
ず
こ
の
や
ど
り
な
る
」
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
部
分
で
、
秋
成
は
、
西
行
宗
祇
の
漂
泊
の
理
由
と
し
て
中
世
の
動
乱
を
重
視
し
「
保
元
寿
永
の
み
だ
れ
」
を
「
嘉
吉
応
仁
」
の
乱
と
同
等
の
も
の
と
し
て
対
置
し
て
い
る
。
秋
成
は
、
芭
蕉
や
蕉
門
俳
人
の
放
浪
を
批
判
す
る
と
同
時
に
、
芭
蕉
の
旅
を
相
対
化
し
、
自
己
の
俳
諧
の
位
置
を
確
認
し
た
と
い
え
る
。
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
五
四
こ
の
よ
う
に
、
秋
成
は
芭
蕉
の
紀
行
文
に
影
響
を
受
け
、
そ
の
世
界
を
遡
求
し
よ
う
と
す
る
欲
求
を
も
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
自
己
の
風
流
を
脅
か
す
こ
と
を
恐
れ
、
作
品
後
半
で
芭
蕉
や
蕉
門
俳
人
の
放
浪
批
判
を
行
っ
た
あ
と
、
独
自
の
「
遊
び
」
を
取
り
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、『
去
年
の
枝
折
』
独
自
の
部
分
で
あ
る
十
月
二
十
二
日
以
降
の
古
市
の
記
事
に
お
い
て
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
表
現
へ
の
秋
成
の
対
抗
意
識
を
考
察
し
た
い
と
思
う
。
四
、『
去
年
の
枝
折
』
と
中
国
文
学
の
利
用
此
道
の
し
る
べ
す
る
者
ら
は
、
播
磨
の
い
な
み
野
よ
り
め
し
つ
れ
て
か
へ
さ
も
送
ら
す
る
也
。
は
り
ま
路
く
る
道
す
が
ら
も
、
秋
の
の
の
花
つ
み
は
や
し
て
は
、
此
色
香
古
市
の
小
松
と
い
づ
れ
と
き
こ
え
し
、
其
古
市
に
来
て
小
松
の
許
に
駕
よ
せ
さ
す
。
片
山
里
に
は
さ
る
者
に
て
、
髪
の
か
ゝ
り
け
は
ひ
、
見
る
人
よ
り
も
、
み
つ
か
ら
ぞ
う
る
は
し
び
て
立
ふ
る
ま
ふ
。
今
は
男
も
た
る
人
に
て
と
き
く
に
は
、
趙
使
君
の
美
人
に
贈
り
し
例
ま
で
は
ゆ
る
せ
よ
と
て
、
い
ざ
と
い
は
ん
是
の
姉
輪
の
雪
の
ま
つ
さ
す
が
に
嬉
し
と
は
思
は
ず
も
あ
ら
め
。
古
市
の
場
面
に
お
い
て
、
駕
籠
の
者
は
、
秋
成
夫
婦
ら
が
播
磨
で
話
題
に
し
て
い
た
古
市
の
美
女
の
小
松
の
も
と
に
駕
籠
を
寄
せ
た
。
片
山
里
に
住
む
に
し
て
は
美
人
で
あ
る
が
、「
髪
の
か
ゝ
り
け
は
ひ
、
見
る
人
よ
り
も
、
み
づ
か
ら
ぞ
う
る
は
し
び
て
立
ふ
る
ま
ふ
」
と
秋
成
は
評
し
た
。
秋
成
は
そ
の
美
人
が
「
今
は
男
も
た
る
人
」
と
聞
い
て
い
た
の
で
、「
趙
使
君
の
美
人
に
贈
り
し
例
ま
で
は
ゆ
る
せ
」
と
述
べ
て
、
戯
れ
に
句
を
贈
っ
た
。
森
山
重
雄
氏
は
、
こ
の
「
趙
使
君
の
美
人
に
贈
り
し
例
」
と
い
う
の
が
何
を
さ
す
か
「
未
調
査
」
で
あ
る
、
と
し
⑺
、
そ
の
後
の
先
行
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
五
五
研
究
で
も
、
特
に
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
は
『
唐
詩
選
』
巻
七
に
収
載
さ
れ
る
杜
審
言
の
詩
が
典
拠
で
あ
る
。
戲
贈
二
趙
使
君
美
人
一
杜
審
言
紅
粉
青
娥
映
二
楚
雲
一
桃
花
馬
上
石
 
裙
羅
敷
獨
向
二
東
方
一
去
謾
學
二
他
家
一
作
二
使
君
一
⑻
こ
の
詩
は
、
使
君
（
州
の
長
官
で
あ
る
刺
使
の
職
）
の
地
位
に
あ
っ
た
趙
某
の
愛
妾
に
贈
っ
た
も
の
で
あ
る
。
趙
使
君
と
い
う
人
物
の
詳
細
は
不
明
で
あ
る
が
、
作
者
と
親
し
い
間
柄
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
、
他
人
の
愛
妾
に
詩
を
贈
る
こ
と
は
穏
や
か
で
は
な
い
の
で
、「
戯
れ
」
で
あ
る
と
し
た
。
な
お
、
こ
の
詩
は
、
羅
敷
と
い
う
美
し
い
女
性
が
、
東
方
の
太
守
で
あ
る
夫
へ
の
操
を
立
て
て
、
有
力
は
く
じ
ょ
う
そ
う
者
の
使
君
の
誘
い
を
断
っ
た
こ
と
を
歌
っ
た
漢
代
の
古
い
楽
府
「
陌
上
桑
」
を
ふ
ま
え
て
作
ら
れ
て
い
る
。
杜
審
言
の
詩
で
は
、
趙
使
君
を
使
君
に
比
し
、
美
人
を
羅
敷
に
み
た
て
、
冗
談
と
し
な
が
ら
、
羅
敷
に
誘
い
を
か
け
た
使
君
の
よ
う
に
、
あ
な
た
を
誘
い
ま
し
ょ
う
か
、
と
歌
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
杜
審
言
の
詩
を
引
い
て
、
秋
成
は
、
片
田
舎
で
自
惚
れ
て
い
る
美
人
を
揶
揄
し
て
い
る
。
し
か
し
、
題
名
の
み
を
そ
の
ま
ま
文
章
の
な
か
に
引
用
す
る
と
い
う
唐
詩
の
利
用
は
、
秋
成
の
作
品
に
も
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
。
歌
文
集
『
藤
簍
冊
子
』
巻
二
で
秋
成
は
、「
唐
詩
選
」
や
「
唐
詩
三
百
首
」
収
録
詩
の
詩
句
を
、
題
に
し
て
歌
を
詠
ん
で
い
る
が
、
詩
の
題
名
そ
の
も
の
は
歌
に
引
用
し
て
い
な
い
。
ま
た
『
藤
簍
冊
子
』
で
は
唐
詩
の
題
に
そ
っ
て
和
歌
が
詠
ま
れ
て
い
る
の
に
対
し
、『
こ
ぞ
の
し
お
り
』
で
は
そ
の
よ
う
な
原
則
か
ら
外
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
秋
成
は
、
こ
の
表
現
に
芭
蕉
の
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
中
国
文
学
利
用
へ
の
反
発
の
意
を
ふ
く
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
五
六
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
な
か
で
、
膨
大
な
量
の
中
国
文
学
作
品
の
発
想
・
素
材
を
生
か
し
て
い
る
こ
と
は
、
周
知
の
通
り
で
あ
る
。
そ
の
中
で
、
さ
き
ほ
ど
も
触
れ
た
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
で
目
的
地
と
さ
れ
た
歌
枕
松
島
は
、
多
く
の
漢
詩
調
文
体
や
対
句
表
現
に
よ
っ
て
、
景
観
描
写
が
な
さ
れ
て
い
る
。
抑
こ
と
ふ
り
に
た
れ
ど
、
松
嶋
は
扶
桑
第
一
の
好
風
に
し
て
、
凡
洞
庭
・
西
湖
を
恥
ず
。（
中
略
）
其
気
色
 
然
と
し
て
美
人
の
顔
を
粧
ふ
。
ち
は
や
振
神
の
む
か
し
、
大
山
ず
み
の
な
せ
る
わ
ざ
に
や
。
造
化
の
天
工
、
い
づ
れ
の
人
か
筆
を
ふ
る
ひ
詞
を
尽
さ
む
。（
中
略
）
月
海
に
う
つ
り
て
、
昼
の
な
が
め
又
あ
ら
た
む
。
江
上
に
帰
り
て
宿
を
求
れ
ば
、
窓
を
ひ
ら
き
二
階
を
作
て
、
風
雲
の
中
に
旅
寐
す
る
こ
そ
、
あ
や
し
き
ま
で
妙
な
る
心
地
は
せ
ら
る
れ
⑼
。
傍
線
部
「
其
気
色
 
然
と
し
て
美
人
の
顔
を
粧
ふ
」
と
い
う
文
章
は
、
周
知
の
よ
う
に
『
聯
珠
詩
格
』
の
蘇
東
坡
の
詩
『
西
湖
』
を
ふ
ま
え
、
松
島
の
美
を
、
美
人
西
施
が
美
し
く
化
粧
を
し
た
顔
に
た
と
え
た
も
の
と
す
る
解
釈
が
一
般
的
だ
っ
た
が
、
平
成
二
〇
年
度
の
近
世
文
学
会
秋
季
大
会
で
、
井
上
敏
幸
先
生
は
、「
 
然
」
や
「
美
人
」
と
い
う
語
は
松
島
の
景
色
の
奥
深
さ
を
表
現
す
る
も
の
だ
っ
た
と
述
べ
ら
れ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
で
「
美
人
」
と
い
う
語
は
、
風
景
の
美
を
讃
え
る
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
わ
か
る
。
と
こ
ろ
が
、『
去
年
の
枝
折
』
で
は
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
松
島
の
条
と
は
対
照
的
に
、「
美
人
」
と
い
う
語
は
あ
く
ま
で
詩
題
の
一
部
で
あ
り
、
特
別
な
意
味
を
持
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
秋
成
は
古
市
の
場
面
で
、
中
国
文
学
を
ふ
ま
え
た
詩
句
表
現
を
書
き
連
ね
ず
に
、
詩
題
の
み
で
中
国
文
学
の
世
界
を
現
実
世
界
に
重
ね
合
わ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
戯
文
体
で
記
さ
れ
た
古
市
の
場
面
で
の
「
趙
使
君
の
美
人
」
と
い
う
語
の
働
き
は
、
物
語
風
に
綴
ら
れ
た
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
那
須
の
場
面
で
の
「
か
さ
ね
」
と
い
う
語
の
働
き
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
五
七
那
須
の
黒
ば
ね
と
云
所
に
知
人
あ
れ
ば
、
是
よ
り
野
越
に
か
ゝ
り
て
直
道
を
ゆ
か
ん
と
す
。
遥
に
一
村
を
見
か
け
て
行
に
雨
降
日
暮
る
。
農
夫
の
家
に
一
夜
を
か
り
て
、
明
れ
ば
又
野
中
を
行
。
そ
こ
に
野
飼
の
馬
あ
り
。
草
刈
お
の
こ
に
な
げ
き
よ
れ
ば
（
中
略
）
此
馬
の
と
ゞ
ま
る
所
に
て
馬
を
返
し
給
へ
」
と
か
し
侍
ぬ
。
ち
い
さ
き
者
ふ
た
り
馬
の
跡
し
た
ひ
て
は
し
る
。
独
は
小
姫
に
て
名
を
か
さ
ね
と
云
。
聞
な
れ
ぬ
名
の
や
さ
し
か
り
け
れ
ば
、
か
さ
ね
と
は
八
重
撫
子
の
名
成
べ
し
曾
良
⑽
し
か
し
「
か
さ
ね
」
と
い
う
語
を
う
け
て
曾
良
が
発
句
を
詠
ん
で
い
る
の
と
は
異
な
り
、『
去
年
の
枝
折
』
の
発
句
は
「
趙
使
君
の
美
人
」
と
い
う
語
を
受
け
た
も
の
と
な
っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
五
、『
去
年
の
枝
折
』
と
古
典
利
用
で
は
、
古
市
で
の
発
句
「
い
ざ
と
い
は
ん
是
の
姉
輪
の
雪
の
松
」
は
、
い
か
な
る
意
識
の
も
と
に
創
作
さ
れ
て
い
る
の
か
。
こ
の
発
句
の
典
拠
は
、『
伊
勢
物
語
』
第
十
四
段
の
、
昔
男
が
み
ち
の
国
に
旅
し
、
そ
こ
で
思
い
を
よ
せ
ら
れ
た
女
と
別
れ
る
時
詠
ん
だ
歌
「
く
り
原
の
あ
ね
は
（
姉
歯
）
の
松
の
人
な
ら
ば
都
の
つ
と
に
い
ざ
と
い
は
ま
し
を
」
が
ふ
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
む
か
し
、
お
と
こ
、
み
ち
の
国
に
す
ゞ
ろ
に
行
き
い
た
り
に
け
り
。
そ
こ
な
る
女
、
京
の
人
は
め
づ
ら
か
に
や
お
ぼ
え
け
ん
、
せ
ち
に
思
へ
る
心
な
ん
あ
り
け
る
。（
中
略
）
お
と
こ
、
京
へ
な
ん
ま
か
る
と
て
、
栗
原
の
あ
ね
は
の
松
の
人
な
ら
ば
都
の
つ
と
に
い
ざ
と
い
は
ま
し
を
⑾
（
定
家
本
系
統
の
う
ち
、
天
福
本
は
「
あ
れ
は
」
と
し
て
い
る
が
、
武
田
本
・
流
布
本
は
「
あ
ね
は
」、
古
本
系
統
、
大
島
本
系
統
、
朱
雀
院
塗
籠
本
系
統
、
真
名
本
系
統
の
本
の
殆
ど
は
「
あ
ね
は
」
と
し
て
い
る
た
め
、「
あ
ね
は
」
と
し
た
。）
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
五
八
こ
の
歌
は
『
夫
木
和
歌
抄
』
等
に
も
影
響
が
見
ら
れ
る
他
、『
俳
諧
類
船
集
』（
延
宝
四
年
（
一
七
七
六
）
刊
）「
栗
原
」
の
項
に
「
あ
ね
は
の
松
都
の
つ
と
」「
名
木
」
の
項
で
は
「
く
り
は
ら
の
あ
ね
は
の
松
」
の
語
が
見
え
る
⑿
。
そ
の
「
姉
歯
の
松
」
は
、『
義
経
記
』
巻
七
で
は
、「
小
町
が
關
寺
に
候
ひ
け
る
時
、
業
平
の
中
将
東
へ
下
り
給
ひ
け
る
に
」
と
あ
り
、
「
妹
の
姉
歯
が
許
へ
文
書
き
て
言
傳
せ
し
に
」
と
あ
っ
て
業
平
・
小
町
説
話
と
連
絡
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
業
平
が
、
室
の
里
の
人
に
「
墓
に
植
へ
た
る
松
を
こ
そ
姉
歯
の
松
と
は
申
（
し
）
候
へ
」
と
云
わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
姉
歯
の
松
」
は
、
妹
姉
歯
の
墓
上
の
松
へ
と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
⒀
。
一
方
、『
奥
羽
観
跡
聞
老
志
』（
享
保
四
（
一
七
一
八
）
年
成
）
で
は
「
是
レ
乃
チ
筑 
紫 
肥 
前 
ノ 
松 
浦 
佐 
用 
姫 
ナ 
ル 
者 
ノ 
姉 
ガ
墓
上
ノ
松
ナ
リ
。
或
ハ
曰
フ
、
小 
野 
小 
町 
ガ 
姉 
也
ト
。（
原
、
漢
文
。
傍
点
・
振
り
仮
名
は
私
に
付
し
た
。）」
と
記
さ
れ
て
い
る
⒁
。
こ
の
よ
う
に
、
姉
歯
の
松
に
は
、
美
人
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
伝
承
が
重
ね
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
秋
成
は
、
こ
の
よ
う
な
説
話
を
ふ
ま
え
ず
、
田
舎
臭
い
女
性
は
都
に
連
れ
て
行
け
な
い
と
い
う
『
伊
勢
物
語
』
の
歌
の
寓
意
を
ふ
ま
え
、
片
山
里
の
女
性
を
下
目
に
見
る
気
持
ち
を
見
せ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
一
方
、
こ
の
句
に
は
、
言
葉
の
上
で
の
遊
び
が
見
ら
れ
る
。
古
市
冒
頭
で
、「
此
道
の
し
る
べ
す
る
」
駕
籠
の
者
た
ち
が
連
れ
て
こ
ら
れ
た
、
と
さ
れ
て
い
る
印
南
野
は
、
播
磨
の
南
部
に
あ
っ
た
原
野
で
、
現
在
の
明
石
川
・
加
古
川
の
二
流
域
に
ま
た
が
る
地
帯
で
あ
る
。
こ
の
「
印
南
野
」
の
景
物
と
し
て
、
伝
統
的
に
和
歌
・
俳
諧
で
「
尾
花
」
が
付
け
合
わ
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、「
尾
花
」
は
薄
の
花
穂
や
す
す
き
自
身
を
指
す
が
、『
俳
諧
類
舩
集
』
に
お
い
て
、「
薄
」
の
付
合
語
に
は
「
小
町
が
幽
霊
」、
「
美
人
」
の
項
で
は
、「
竹
取
常
磐
御
前
」
に
続
い
て
「
小
町
」
と
い
う
付
合
語
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
秋
成
は
「
印
南
野
」
と
「
尾
花
」、「
尾
花
」
と
「
小
町
（
が
幽
霊
）」
さ
ら
に
「
小
町
」
と
「
美
人
」
と
い
う
語
の
間
に
あ
る
付
合
的
な
連
想
関
係
に
基
づ
い
て
発
句
を
詠
ん
だ
と
い
え
る
。
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
五
九
『
去
年
の
枝
折
』
の
よ
う
な
故
事
の
利
用
は
、
次
に
挙
げ
る
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
お
け
る
白
河
の
関
の
条
と
は
正
反
対
と
い
え
る
。
心
許
な
き
日
か
ず
重
な
る
ま
ゝ
に
、
白
川
の
関
に
か
ゝ
り
て
旅
心
定
り
ぬ
。
い
か
で
都
へ
、
と
便
求
し
も
断
也
。
中
に
も
此
関
は
三
関
の
一
に
し
て
、
風
の
人
、
心
を
と
ゞ
む
。
秋
風
を
耳
に
残
し
、
紅
葉
を
俤
に
し
て
、
青
葉
の
梢
猶
あ
は
れ
也
。
卯
の
花
の
白
妙
に
、
茨
の
花
の
咲
そ
ひ
て
、
雪
に
も
こ
ゆ
る
心
地
ぞ
す
る
。
古
人
冠
を
正
し
衣
装
を
改
し
事
な
ど
、
清
輔
の
筆
に
も
と
ゞ
め
置
れ
し
と
ぞ
。
卯
の
花
を
か
ざ
し
に
関
の
晴
着
か
な
曾
良
⒂
諸
注
釈
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
条
の
「
卯
の
花
を
」
句
は
『
袋
草
子
』（
貞
享
二
年
刊
）
の
、
装
束
を
直
し
た
国
行
の
次
の
説
話
を
ふ
ま
え
て
、
白
川
の
関
を
越
え
た
と
し
て
い
る
。
竹
田
大
夫
国
行
と
云
ふ
者
、
陸
奥
に
下
向
の
時
、
白
川
の
関
過
ぐ
る
日
は
殊
に
装
束
き
て
、
み
づ
び
ん
か
く
と
云
々
。
人
問
ひ
て
云
は
く
、「
何
等
の
故
ぞ
や
」。
答
へ
て
云
は
く
、「
古
曾
部
入
道
の
「
秋
風
ぞ
ふ
く
白
川
の
関
」
と
よ
ま
れ
た
る
所
を
ば
、
い
か
で
な
り
に
て
は
過
ぎ
ん
」
と
云
々
。
殊
勝
の
事
な
り
。⒃
ま
た
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
石
の
巻
の
条
で
、
芭
蕉
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
十
二
日
、
平
和
泉
と
心
ざ
し
、
あ
ね
は
の
松
、
緒
だ
え
の
橋
な
ど
聞
伝
て
、
人
跡
稀
に
雉
兎
芻
蕘
の
往
か
ふ
道
、
そ
こ
と
も
わ
か
ず
、
終
に
路
ふ
み
た
が
え
て
、
石
の
巻
と
い
ふ
湊
に
出
。⒄
ち
と
す
う
ぜ
う
傍
線
部
に
見
え
る
よ
う
に
、
芭
蕉
は
「
あ
ね
は
の
松
、
緒
だ
え
の
橋
」
な
ど
の
歌
枕
を
探
訪
し
よ
う
と
、「
人
跡
稀
に
雉
兎
芻
蕘
の
往
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
六
〇
か
ふ
道
」
を
た
ど
っ
た
が
「
終
に
路
ふ
み
た
が
え
て
」
結
局
歌
枕
に
ち
な
ん
だ
発
句
を
詠
ま
な
か
っ
た
。
秋
成
は
こ
れ
ら
の
こ
と
を
ふ
ま
え
、
実
際
に
そ
の
土
地
を
訪
れ
な
く
と
も
、
付
合
に
よ
る
連
想
に
基
づ
き
、
古
典
世
界
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
『
去
年
の
枝
折
』
で
表
現
す
る
た
め
「
い
ざ
と
い
は
ん
」
の
句
を
詠
ん
だ
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
作
品
に
表
現
さ
れ
た
秋
成
の
俳
諧
は
、
秋
成
の
切
字
論
の
書
『
也
哉
抄
』
に
よ
せ
た
蕪
村
の
序
（
安
永
三
年
成
）
に
あ
る
「
梅
翁
を
慕
ふ
と
い
へ
ど
も
、
芭
蕉
を
な
み
せ
ず
。
お
の
れ
が
こ
ゝ
ろ
の
適
と
こ
ろ
に
随
ひ
て
、
よ
き
事
を
よ
し
と
す
」⒅
と
い
う
評
の
と
お
り
と
い
え
る
。
し
か
し
、
心
の
内
の
遊
び
で
あ
る
自
己
の
俳
諧
に
、
芭
蕉
の
俳
諧
の
影
響
が
及
ん
で
き
た
こ
と
に
危
機
感
を
感
じ
、『
去
年
の
枝
折
』
で
、
芭
蕉
お
よ
び
蕉
門
俳
人
の
漂
泊
を
攻
撃
し
、
自
己
の
風
流
⒆
を
守
ろ
う
と
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
お
わ
り
に
秋
成
は
、『
去
年
の
枝
折
』
に
お
い
て
、
俳
諧
の
み
に
専
心
し
て
お
ら
ず
、
歌
枕
・
俳
枕
を
訪
れ
て
い
な
い
人
間
で
も
、
俳
諧
紀
行
文
を
創
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
示
し
た
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。『
唐
詩
選
』
と
『
伊
勢
物
語
』
を
古
市
の
場
面
に
お
い
て
使
用
し
た
の
も
、
そ
の
よ
う
な
意
図
で
、
紀
行
文
の
創
作
を
試
み
た
か
ら
で
は
な
い
か
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
ゆ
め
 

学
ぶ
ま
じ
き
人
の
有
様
也
と
ぞ
お
も
ふ
」
と
い
う
言
葉
は
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
世
界
に
あ
こ
が
れ
、
安
易
に
芭
蕉
の
足
跡
を
慕
っ
て
放
浪
し
て
も
、
そ
の
こ
と
で
文
学
の
真
理
に
到
達
す
る
こ
と
な
ど
で
き
な
い
か
ら
、
独
自
の
文
芸
世
界
に
遊
べ
よ
、
と
い
う
当
代
の
人
々
へ
の
秋
成
の
自
戒
を
も
込
め
た
提
言
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
註
⑴
勝
倉
寿
一
氏
「
秋
成
の
紀
行
文
│
│
「
去
年
の
枝
折
」
を
中
心
に
│
│
」〔
福
島
大
学
教
育
学
部
論
集
四
七
、
一
九
九
〇
年
〕、
加
藤
裕
一
氏
「『
秋
山
記
』・『
去
年
の
枝
折
』
解
読
」〔『
上
田
秋
成
の
紀
行
文
研
究
と
注
解
』（
実
践
女
子
学
園
学
術
・
教
育
研
究
叢
書
１５
、
二
〇
〇
八
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
六
一
年
）〕
所
収
。
初
出
『
実
践
女
子
短
大
評
論
』〔
一
九
九
四
年
一
月
〕。
東
聖
子
氏
『
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
考
│
│
俳
諧
的
架
空
紀
行
の
系
譜
と
三
重
構
造
の
心
│
│
』〔『
国
文
目
白
』
４０
、
二
〇
〇
一
年
二
月
〕
な
ど
。
つ
づ
ら
ぶ
み
⑵
『
藤
簍
冊
子
』
は
『
上
田
秋
成
全
集
第
一
〇
巻
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
）
に
所
収
さ
れ
て
い
る
。
な
お
『
去
年
の
枝
折
』
が
収
録
さ
れ
た
、
久
松
国
男
氏
蔵
・
国
立
国
会
図
書
館
蔵
『
枕
の
硯
』
の
写
本
二
本
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
〇
年
七
月
二
〇
日
に
行
わ
れ
た
大
阪
俳
文
学
研
究
会
七
月
例
会
の
席
上
で
、
石
川
真
弘
先
生
か
ら
ご
教
示
を
賜
り
、
そ
の
存
在
を
確
認
す
る
に
至
っ
た
。
⑶
神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
編
集
委
員
会
編
『
神
宮
禰
宜
系
譜
（
神
宮
古
典
籍
影
印
叢
刊
五
│
│
一
）』（
八
木
書
店
、
一
九
八
五
年
）
所
収
。
⑷
佐
々
木
信
綱
氏
『
増
訂
賀
茂
真
淵
と
本
居
宣
長
』（
湯
川
弘
文
社
、
一
九
三
五
年
）
所
収
。『
宇
治
山
田
市
史
』（
宇
治
山
田
市
編
、
一
九
二
九
年
）
に
よ
る
と
、
橋
村
正
兌
は
神
宮
の
典
故
に
精
通
し
、『
校
正
法
曹
至
要
抄
』、『
外
宮
儀
式
解
』
等
の
著
作
を
著
し
て
い
る
。
⑸
加
藤
裕
一
氏
『
上
田
秋
成
の
紀
行
文
（
そ
の
一
）
│
│
『
秋
山
記
』・『
去
年
の
枝
折
』
解
読
』〔『
上
田
秋
成
の
紀
行
文
研
究
と
注
解
』（
実
践
女
子
学
園
学
術
・
教
育
研
究
叢
書
１５
、
二
〇
〇
八
年
）〕
所
収
。〕
⑹
東
聖
子
氏
『
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
考
│
│
俳
諧
的
架
空
紀
行
の
系
譜
と
三
重
構
造
の
心
│
│
』〔『
国
文
目
白
』
４０
、
二
〇
〇
一
年
二
月
〕
⑺
森
山
重
雄
氏
「『
去
年
の
枝
折
』
と
そ
の
芭
蕉
批
判
」（『
秋
成
言
葉
の
辺
境
と
異
界
』（
三
一
書
房
、
一
九
八
九
年
）
所
収
）。
⑻
高
木
正
一
氏
『
唐
詩
選
（
上
）』（
新
訂
中
国
古
典
選
十
四
、
朝
日
新
聞
社
、
一
九
六
五
年
）
所
収
。
⑼
日
本
古
典
文
学
大
系
四
六
『
芭
蕉
文
集
』
所
収
。
⑽
⑼
に
同
じ
。
⑾
新
日
本
古
典
文
学
大
系
一
七
『
竹
取
物
語
伊
勢
物
語
』
所
収
。
⑿
『
古
典
俳
文
学
大
系
増
補
篇
』
所
収
。
⒀
日
本
古
典
文
学
大
系
三
七
『
義
経
記
』
所
収
。
⒁
『
仙
台
叢
書
』
第
十
五
巻
（
仙
臺
叢
書
刊
行
会
、
一
九
二
八
年
）
所
収
。
⒂
⑼
に
同
じ
。
⒃
新
日
本
古
典
文
学
大
系
二
九
『
袋
草
子
』
所
収
。
⒄
⑼
に
同
じ
。
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
六
二
⒅
『
上
田
秋
成
全
集
第
六
巻
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
九
一
年
）
所
収
。
⒆
秋
成
の
風
流
に
つ
い
て
は
、
池
澤
一
郎
先
生
か
ら
、
発
句
「
い
ざ
と
い
は
ん
是
の
姉
輪
の
雪
の
松
」
の
「
雪
の
松
」
が
、『
論
語
』「
子
罕
」
の
「
歳
寒
く
し
て
、
然
る
後
に
松
柏
の
彫
む
に
後
る
る
こ
と
を
知
る
也
」
を
ふ
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
秋
成
は
古
市
の
美
人
に
、
堅
く
操
を
守
る
女
性
像
も
重
ね
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
い
た
。『
論
語
』
の
こ
の
文
辞
が
、『
俳
諧
類
舩
集
』
に
も
見
え
、
さ
ら
に
「
雪
後
始
知
松
柏
操
」
と
い
う
語
が
白
隠
慧
鶴
著
『
槐
安
国
語
』（
寛
延
三
年
刊
）
等
の
禅
語
録
で
人
口
に
膾
炙
し
て
い
た
こ
と
や
、
杜
審
言
の
は
く
じ
ょ
う
そ
う
詩
が
ふ
ま
え
る
『
陌
上
桑
』
の
内
容
か
ら
も
、
傾
聴
す
べ
き
ご
意
見
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
秋
成
は
、『
雨
月
物
語
』「
貧
福
論
」
に
お
い
て
自
己
の
富
貴
論
を
説
く
た
め
に
『
論
語
』
を
引
用
す
る
際
、
元
の
文
意
を
ず
ら
し
て
使
用
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
自
惚
れ
た
振
る
舞
い
を
す
る
女
性
に
対
し
、「
松
柏
」
の
喩
え
を
以
て
皮
肉
っ
た
と
も
解
釈
で
き
る
。
こ
の
こ
と
は
秋
成
の
文
芸
世
界
に
お
け
る
重
層
性
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
〔
追
記
〕
・『
去
年
の
枝
折
』
本
文
は
、
久
松
国
男
氏
所
蔵
本
『
枕
の
硯
』（
写
本
二
冊
）
所
収
『
去
年
の
枝
折
』
に
拠
っ
た
。
な
お
、
翻
刻
に
際
し
て
、
適
宜
句
読
点
を
加
え
、
濁
点
を
付
し
た
。
・
本
稿
は
俳
文
学
会
第
六
〇
回
全
国
大
会
（
於
金
沢
市
民
文
化
ホ
ー
ル
）
に
お
け
る
同
題
の
口
頭
発
表
に
基
づ
き
、
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
発
表
の
席
上
や
、
そ
の
前
後
に
ご
教
示
を
賜
り
ま
し
た
、
木
越
治
先
生
を
は
じ
め
と
す
る
諸
先
生
方
に
あ
つ
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
（
む
ら
た
と
し
ひ
と
・
関
西
学
院
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
課
程
）
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
六
三
・『去年の枝折』行程図（加藤裕一氏の論考と拙稿の
内容をもとに作成）
・竹田～古市街道図
〔『京都・兵庫歴史散歩
│謎の丹波路』（神戸
新聞出版センター、一
九七七）〕より
上
田
秋
成
『
去
年
の
枝
折
』
論
六
四
